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　エヽ当今たゞいまの華族様くわぞくさまとは違ちがひまして、今を去さること三十余年前よねんぜん、御一新頃ごいつしんごろの華族様故くわぞくさまゆゑ、まだ品格ひんがあつて、兎角とかく下情かじやうの事ことにはお暗くらうござりますから、何事なにごとも御近習任ごきんじゆまかせ。殿「コレ登々のぼる〳〵。登「ハツ〳〵お召めしでござりますか。殿「アヽ予よは華族くわぞくの家いへに生うまれたが、如何いかに太平たいへいの御代みよとは申まうせども、手を袖そでにして遊んで居をつては済すまぬ、え我わが先祖せんぞは千軍萬馬せんぐんばんばの中なかを往来わうらいいたし、君きみの御馬前ごばぜんにて血烟ちけむりを揚あげ、槍先やりさきの功名こうみやうに依よつて長年ながねん大禄たいろくを頂戴ちやうだいして居をつたが、是これから追々おひ〳〵世よの中なかが開ひらけて来くるに従したがつて時勢じせいも段々だん〳〵変化へんくわして参まゐるから、何なにか身みに一能のうを具そなへたいと考へて、予よは人知ひとしれず医学いがくを研究したよ。登「へえー夫それは何どうも結構けつこうな事で。殿「別に師匠ししやうも取らず書物しよもつに就ついて独学どくがくをしたのぢやが、色々いろ〳〵な事を発明はつめいしたよ、まア見るが宜いい、是これだけ器械きかいを集めたから。登「ヘヽー成程なるほど、何日いつの間まに、何どうも恐おそれ入いりましたことで、併しかし私わたくし一人で拝見はいけんいたしますのも些ちと惜をしいやうで、彼所あれに詰合つめあつて居ゐる者共ものどもにも一応おう見せてやりたく心得こゝろえますが……。殿「おゝ夫それは宜よからう、コレ伊丹いたみも何なにも皆みな此所これへ来こい。伊「へい〳〵。登「上かみが是これだけのお道具だうぐを何日いつの間まにかお集めに成なつたのだ。伊「へえー、是これは何なんと申まうすもので。殿「ウム、夫それは検熱器けんねつきと云いふものだ、是これが聴診器ちやうしんき、是これが打診器だしんきと云いふものだ。伊「へえー。殿「一つ診みてやらうか。登「いえ私わたくしは別段べつだん何処どこも。殿「いや然さうでない、まア診みて遣つかはすから裸体はだかになれ、是これも稽古けいこじや、何なんでも事は度々たび〳〵数かずを掛かけんければいかぬからの。登「併しかし御前ごぜんのお目通めどほりで裸体はだかになるは恐入おそれいりますことで。殿「ナニ構かまはぬ、許ゆるすから宜よい。登「然しからば御免ごめんを……エヘヽヽ斯かういふ事に致いたしますか。殿「ウム、好よい骨格こつかくぢやな。登「へい、お蔭かげさまで四十五歳さいまで一度ども煩わづらうたことはござりませぬ。殿「左様さやうであらう、ソラ此器これで脈搏みやくはくを聴きくんだ、何どうだグウ〳〵鳴なるだらう。登「エヘヽヽヽくすぐつたうござりますな、左様さやう横よこツ腹ぱらへ器械きかいをお当あてあそばしましては。殿「いや斯かういふ処ところに病やまひは多くあるものだからな、是これから一つ打診器だしんきで肺部はいぶを叩たゝいて見てやらう。登「いや夫それは何どうも危あぶなうございます。殿「ナニ心配するな、ソラ斯かういふ塩梅あんばいだ、トントン〳〵トンとナ。登「アヽ痛いたうござります。殿「ハヽー少し逆上ぎやくじやうして居ゐるやうぢやから、カルメロを一分ぶ三厘りんにヤーラツパを五分ふん調合てうがふして遣つかはすから、小屋こやへ帰かへつて一日にちに三囘くわいの割合わりあひで服薬ふくやくいたすがよい。登「へい、何どうも有難ありがたう存ぞんじます、是これは何どうも大層たいそう奇麗きれいなお薬で。殿「ウム、早く云いへば水銀剤みづかねざいだな。登「へえー、之これを飲のみましたら喉のどが潰つぶれませう。殿「ナニ大丈夫だいぢやうぶだ、決して左様さやうな心配はない良よく喉のどが潰つぶれても病気さへ癒なほれば夫それで宜よからう。登「イエ喉のどが潰つぶれては困ります。殿「ナニ心配する事はない、コレ井上ゐのうへ此所これへ出でい、序ついでに其方そのはうも診みて遣つかはすから。井上「有難ありがたうは存ぞんじますが、何分なにぶん裸体はだかになりますのを些ちと憚はゞかります儀ぎで、生憎あいにく今日けふは下帯したおびを締しめて参まゐりませぬから。殿「イヤ許す、其様そんな事は毫すこしも構かまはぬ、トントン何どうぢやナ。井上「ア、何どうも痛いたうござります、さう無闇むやみにお叩たききなすつちやア堪たまりませぬ。殿「まア黙だまつて居をれ、アヽ是これは余程よほど熱ねつがある。井上「へえー熱ねつがござりますか。殿「ウム、四十九度ど許ばかりある。井上「其様そんなにある訳わけはござりませぬ、夫それぢやア死んで了しまひますから。殿「アヽ成程なるほど、三十七度ど一分ぶあるの、時々とき〴〵悪寒をかんする事があるだらう。井上「左様さやうでござります。殿「ハー是これは瘧ぎやくだナ。井上「いゝえ瘧ぎやくとは心得こゝろえませぬ。殿「これ〳〵何なんでも医者いしやの云いふ通とほりになれ、素人しろうとの癖くせに何なにが解わかるものか、是これは舎利塩しやりえんを四匁しもんめ粉薬こぐすりにして遣つかはすから、硝盃コツプに水を注つぎ能よく溶といて然さうして飲のめ、夫それから規那塩きなえんを一分ぶん入いれる処ところぢやが、三分ぶも加くはへよう。井上「其様そんなに貴方あなた劇剤げきざいを分度外ぶんどぐわいにお入いれになりましては豪えらい事ことになりませう。殿「ナニ宜よろしい、心配しんぱいをするな、安心して直すぐに此場このばで飲のめ、さア〳〵今度こんどは其方そのはうも診みてやらう、何歳なんさいぢや。○「エヽ三十七歳さいで。殿「何処どこか悪い処ところでもあるか。○「へい少々せう〳〵下腹したはらが痛いやうで。殿「夫それは何どうも往いかぬな、併しかしさういふのには魔睡剤ますゐざいを用もちゆると直すぐに癒なほるて、モルヒネをな、エート一ゲレンは一厘りん六毛もう、一グラムとは一匁もんめと申まうして三分ぶゲレンとは三割わりにして硝盃コツプに三十滴てきが半はんゲレンぢやが、見て居をれ斯かういふ工合ぐあいにするのだ。と硝盃コツプへ先さきに水を入いれて、ポタリ〳〵と壜びんの口を開あけながら滴たらすのだが、中々なか〳〵素人しろうとにはさう旨うまく出来できない、二十滴てきと思つた奴やつが六十滴てき許ばかり出た。殿「まア宜よろしい、是これで負まけて置おかう。此様こんなものを負まけられた者ものこそ因果いんぐわで、之これを服のみまして御前ごぜんを下さがると、サア何どうも大変たいへん、当人たうにんは酷ひどい苦しみやう、其翌日そのよくじつヘロ〳〵になつて出て来きました。登「何どうだ、少しは宜よろしいか、木内君きのうちくん。木内「イヤ何どうにも斯かうにも実じつに華族くわぞくのお医者いしや抔などに係かゝるべきものではない、無闇むやみにアノ小さな柊揆さいづちでコツコツ胸を叩たゝいたり何なんかして加之おまけに劇ひどい薬を飲のましたもんだから、昨夜ゆうべは何どうも七十六度たび厠かはやへ通かよつたよ。登「夫それは大変たいへんだ、併しかし君きみはまだ一命めいがあるのが幸福しあはせだ、大原伊丹君抔おほはらいたみくんなどは可愛想かあいそうにモルヒネを沢山たくさん飲のませられたもんぢやから、到頭たうとう死んで了しまつた。と話をして居ゐるのを殿とのが聴付きゝつけて殿「コリヤ〳〵登のぼるは出たか。登「ヘイ、御機嫌ごきげん宜よろしう。殿「何どうぢや、工合ぐあいは。登「何どうも劇剤げきざいを多量たりやうにお用もちひに相成あひなりましたものと見えて、今日けふは余程よほど加減かげんが悪うござります。殿「木内きのうちは何どういたした。登「彼あれも罷出まかりいでましたが、これも強く逆上ぎやくじやういたし眼めがかすみ、頭あたまに熱を持もち、カツカと致いたして堪たまらぬ抔などと申まうして居をりまする、夫それに可愛想かあいそうなのは大原伊丹おほはらいたみで、彼あれは到頭たうとう生体しやうたいなしで未まだ夢中むちゆうで居をります。殿「ムヽー、彼あれだけの手当てあてに及およんでも息が出んと申まうせば最早もはや全まつたく命数めいすうが尽つきたのかも知れぬて、何どうしても気きが附つかぬか。登「ヘイ、色々いろ〳〵に介抱かいはういたしましたが気きが附つきませぬ、此上このうへは如何いかゞいたしませう。殿「イヤ、全まつたく生体しやうたいなければ幸さひはひぢやて、今度こんどは解剖ふわけぢや。


底本：「明治の文学　第3巻　三遊亭円朝」筑摩書房

　　　2001（平成13）年8月25日初版第1刷発行

底本の親本：「定本　円朝全集　巻の13」世界文庫

　　　1964（昭和39）年6月発行

入力：門田裕志

校正：noriko saito

2009年6月19日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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